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平
成
20
年
度
の
町
政
運
営
に
つ

い
て
の
所
信
表
明
と
、
平
成
20
年

度
予
算
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上

げ
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
行
財

政
環
境
は
、
国
が
進
め
て
き
た
三

位
一
体
改
革
に
お
き
ま
し
て
、
平

成
19
年
度
よ
り
所
得
税
か
ら
個
人

住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ

れ
、
地
方
に
お
け
る
自
主
・
自
立

的
な
行
財
政
運
営
の
確
立
に
向
け

た
第
一
歩
と
な
っ
た
も
の
の
、
地

方
自
治
体
に
お
け
る
財
政
運
営
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
町

に
お
き
ま
し
て
は
、
現
段
階
で
の

最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
市
町
村

合
併
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
平
成

22
年
3
月
ま
で
を
期
限
と
す
る
合

併
新
法
の
期
限
内
で
の
志
布
志
市

と
の
合
併
実
現
を
目
指
し
て
誠
心

誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
の
間
も
、
行
財
政
集
中

改
革
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
く
健
全
財

政
を
目
指
し
な
が
ら
、
身
近
な
生

活
関
連
施
策
や
元
気
な
ふ
る
さ
と

づ
く
り
の
創
造
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
経
営
方
針
の

重
点
課
題
に
「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
こ
の

経
営
方
針
に
基
づ
き
、
住
環
境
の

整
備
、
農
業
の
経
営
安
定
対
策
、

子
育
て
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
福

祉
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
で
編
成
い
た

し
ま
し
た
平
成
20
年
度
の
予
算
総

額
は
、
１
０
４
億
１
、９
１
２
万

円
で
、
対
前
年
度
比
１
５
・
９
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
主
な
施
策
等
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

『
農
林
振
興
課
関
係
』

　

本
町
の
農
業
の
活
性
化
、
魅
力

化
を
図
る
た
め
、
各
種
事
業
を
計

画
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
農
家

の
育
成
確
保
と
小
規
模
農
家
を
元

気
に
す
る
支
援
体
制
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
食
育
・
食
農
」
に
つ

い
て
は
、
地
域
内
地
産
地
消
を
推

進
す
る
た
め
、
女
性
や
高
齢
者
の

知
恵
を
結
集
す
る
交
流
型
農
業
施

設
を
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
田
農
業
関
係
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
早
期
水
稲
の
作
柄
が
著
し

く
不
良
と
い
う
結
果
を
受
け
ま
し

て
、
本
年
度
は
実
証
ほ
場
を
設
置

し
、
品
種
の
見
直
し
等
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
栽
培
技
術
対
策
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
大
崎
町
病
害
虫
防

除
対
策
連
絡
協
議
会
」
に
よ
る
適

正
防
除
を
継
続
し
て
行
い
、
安
全

で
良
質
な
売
れ
る
米
づ
く
り
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

営
農
推
進
関
係
で
は
、
畑
地
か

ん
が
い
用
水
の
一
部
通
水
を
受

け
、
今
後
の
畑
か
ん
活
用
に
よ
る

農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
畑
か
ん

営
農
の
推
進
と
水
利
用
に
よ
る
お

茶
の
新
植
や
野
菜
産
地
の
形
成
に

努
め
る
と
と
も
に
、
水
利
用
作
物

の
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
の

総
合
的
な
支
援
対
策
を
関
係
機
関

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
へ
安
全
・
安
心

な
農
産
物
を
提
供
し
、
産
地
銘
柄

確
立
を
図
る
た
め
、
生
産
履
歴
の

確
実
な
記
帳
と
有
機
肥
料
の
施
用

な
ど
に
よ
る
環
境
保
全
型
農
業
を

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

畜
産
関
係
に
つ
い
て
は
、
飼
料

や
原
油
価
格
の
高
騰
対
策
と
し

て
、
耕
畜
連
携
の
推
進
と
飼
料
用

稲
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
自
給
飼

料
の
増
産
や
畜
産
経
営
の
生
産
性

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
優
良
な
繁
殖
家
畜
の
導
入

を
進
め
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
猿
害
の

予
防
策
と
し
て
巡
視
員
を
配
置

し
、
農
産
物
へ
の
被
害
軽
減
に
努

め
る
と
と
も
に
、
枝
物
植
栽
の
普

及
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

『
耕
地
課
関
係
』

　

長
田
地
区
の
水
田
ほ
場
整
備

は
、
本
年
度
、
面
工
事
に
重
点
を

置
き
、
約
10　

の
整
備
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
岡
別
府
地
区
の
ほ
場
整

備
は
、
本
年
度
で
持
留
川
右
岸
の

面
工
事
を
行
い
、
事
業
完
了
の
予

定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
生
態

系
保
全
水
路
の
工
事
も
岡
別
府
、

長
田
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
営
畑
か
ん
事
業
に
つ

い
て
は
、本
年
度
で
ダ
ム
・
フ
ァ
ー

ム
ポ
ン
ド
等
を
は
じ
め
と
す
る
大

規
模
造
成
施
設
等
の
整
備
を
終

え
、
事
業
完
了
の
予
定
で
ご
ざ
い

ま
す
。
な
お
、
県
営
畑
総
事
業
に

つ
い
て
は
、支
線
水
路
を
は
じ
め
、

各
ほ
場
へ
の
給
水
栓
や
散
水
器
具
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の
設
置
お
よ
び
農
道
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

菱
田
海
岸
に
つ
い
て
は
、
背
後

地
の
農
地
保
全
と
防
災
の
観
点
か

ら
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
を
引
き
続

き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

シ
ラ
ス
対
策
事
業
で
は
、
高
井

田
・
崎
園
・
中
部
・
南
中
沖
の
4

地
区
を
引
続
き
実
施
し
、
農
地
の

排
水
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
栫
谷
地
区
と
立
小
野
地

区
の
農
道
整
備
を
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
谷
迫
地
区
の
農

業
用
排
水
路
整
備
も
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
生
産
や
集
落
環

境
の
利
便
性
の
一
層
の
向
上
を
図

る
た
め
、「
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
事
業
」
も
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

『
建
設
課
関
係
』

　

環
境
基
盤
整
備
の
根
幹
と
な
る

町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
道
の

維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
仮
宿
下
原
線
」、「
中
段
牧
線
」

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
雨
時
の
市
街
地
浸
水

解
消
対
策
と
し
て
、
引
き
続
き
上

三
文
字
地
区
の
都
市
下
水
路
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
関
係
で
は
、
ひ
ば

り
ヶ
丘
住
宅
の
電
気
配
線
改
修
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
公
営
住
宅

に
火
災
報
知
機
を
年
次
的
に
設
置

し
、
住
み
や
す
い
住
環
境
の
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
県
工
事
関
係
で
は
、
垂

水
大
崎
線
の
整
備
が
引
き
続
き
行

わ
れ
ま
す
が
、
大
崎
輝
北
線
の
仮

宿
地
区
の
歩
道
整
備
と
篠
段
地
区

の
砂
防
ダ
ム
も
新
規
に
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

『
福
祉
課
関
係
』

　

本
年
、
全
国
健
康
福
祉
祭
か
ご

し
ま
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿

児
島
２
０
０
８
）
が
県
内
10
市
3

町
で
開
催
さ
れ
、
本
町
で
は
囲
碁

交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

と
併
せ
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
た
活
動
で
好
評
を
得
て
い

る
親
子
で
遊
ぶ「
は
っ
す
る
広
場
」

等
の
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
が
、
本
年
か
ら
商
工

会
や
地
域
の
商
業
者
の
方
々
の
協

力
の
も
と
、
県
と
共
同
で
「
か
ご

し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事

業
」
を
開
始
し
、
子
育
て
を
温
か

く
応
援
す
る
地
域
づ
く
り
も
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
の
方
々
に
対
す
る

無
料
の
健
診
回
数
を
現
在
の
年

2
回
か
ら
5
回
に
増
や
す
と
と
も

に
、
同
一
世
帯
か
ら
３
人
以
上
の

児
童
が
保
育
所
等
に
入
所
し
て
い

る
場
合
の
３
人
目
以
降
の
保
育
料

無
料
化
を
実
施
し
、
子
育
て
世
代

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
入
所
児
童
数
の
減
少
に

伴
う
保
育
環
境
や
保
育
所
運
営
の

あ
り
方
を
考
慮
し
、
平
成
19
年
度

末
を
も
っ
て
持
留
保
育
所
を
廃
止

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

環
境
保
全
に
取
り
組
む
活
動
に
つ

い
て
広
く
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
活
動
主
体
の
連
携
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
促
進
す
る
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

『
教
育
委
員
会
管
理
課
関
係
』

　

教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ

コ
ン
機
器
の
更
新
や
校
舎
等
の
耐

震
診
断
、
屋
根
防
水
工
事
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
、
不
登

校
、
問
題
行
動
な
ど
の
対
策
と
し

て
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
と
連
携

し
な
が
ら
教
育
相
談
や
支
援
体
制

の
整
備
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
町
立
学
校
の
適

正
規
模
お
よ
び
適
正
配
置
に
つ
い

て
の
検
討
も
引
き
続
き
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
が
、
立
小
野
小
学
校
に

つ
い
て
は
、保
護
者
・
地
域
の
方
々

と
の
話
し
合
い
に
よ
る
合
意
の
も

と
、
児
童
の
教
育
環
境
を
考
慮
し

な
が
ら
、
平
成
21
年
度
か
ら
野
方

小
学
校
へ
統
合
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

『
総
務
課
関
係
』

　

消
防
防
災
関
係
に
つ
い
て
は
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
3
台
と
消
防

ホ
ー
ス
を
購
入
し
、
火
災
時
に
お

け
る
迅
速
な
消
火
活
動
に
努
め
る

と
と
も
に
、
災
害
時
に
備
え
て
自

主
防
災
組
織
の
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
確
保
対
策
で
は
、

施
設
の
有
効
利
用
と
住
宅
建
設
に

か
か
る
経
費
節
減
を
図
る
た
め

に
、
旭
ヶ
丘
に
あ
る
県
職
員
共

済
住
宅
を
県
か
ら
無
償
で
譲
り
受

け
、
入
居
さ
れ
る
方
々
が
快
適
に

過
ご
せ
る
よ
う
施
設
の
改
修
を
行

う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

『
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
関
係
』

　
「
省
エ
ネ
家
族
・
応
援
プ
ラ
ン
」

を
引
き
続
き
実
施
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

in
お
お
さ
き
」
や
、
大
隅
ス
ポ
ー

ツ
交
流
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
各

種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
企
業
立
地
に
も
力

を
傾
注
し
、
町
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
関
係
で
は
、「
く
に
の
松

原
」
を
中
心
と
し
た
観
光
資
源
や

本
町
に
存
在
す
る
史
跡
、
産
業
な

ど
を
活
用
し
、
交
流
人
口
の
増
加

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
関
係
で
は
、
商
工
会
と

連
携
し
な
が
ら
商
店
街
の
活
性
化

と
地
場
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

『
水
道
課
関
係
』

　

安
心
・
快
適
な
給
水
の
確
保
、

災
害
対
策
の
充
実
、
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
の
強
化
等
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
、
中

組
地
区
送
・
配
水
管
布
設
替
工
事

な
ど
７
件
の
事
業
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、公
共
下
水
道
事
業
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
大
崎
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
増
設
工
事
と
上
仮

宿
地
区
の
汚
水
管
渠
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
高
尾
・
益

丸
地
区
64　

の
基
本
設
計
も
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

ha
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■税源移譲の年度間の所得変動に係る減額措置について
　税源移譲は，個人住民税（町県民税）を増額し，所得税を減額するしくみです。
　しかし，平成18年中の退職等により，平成19年中に所得が発生しない方については，税源移譲による所
得税の減額が受けられず，住民税だけが増額となってしまいます。
　このような場合に，平成19年度の個人住民税を税源移譲前の税率で計算し，個人の税負担額が変わらな
いようにする経過措置です。

■対象者の条件について
　平成18年分は，所得税が課税される程度の所得があったが，平成19年分は所得税が課税されない程度ま
で所得が減少した納税義務者の方が対象です。
　ただし，平成19年中に亡くなられた方や，海外へ転出されて平成20年１月１日現在，国内に居住されて
いない方は，対象となりません。
　また，医療費控除額などの人的控除（配偶者控除，扶養控除，基礎控除など）以外の控除額が増加した
り，住宅ローン控除などによって所得税が課税されなくなった方は対象となりません。
　具体的な対象者の要件については，以下のとおりです。

　注１　「課税所得金額」とは，課税対象となる所得のことです。
　注２　「人的控除額の差」とは，所得税と住民税との人的控除額の差額です。

■減税額の計算方法
　（平成19年度住民税額）－（税源移譲以前の計算法による平成19年度住民税額）＝還付税額

■申告について
　対象者条件を満たす経過措置を受けられる方は，平成19年１月１日現在の住所地の市町村の役場へ，
減額申告書を提出する必要があります。
　対象者については，平成20年７月１日までに通知する予定です。

　詳細については，住民課税務係へお問い合わせください。

税務係からのお知らせ

【お問い合わせ先】 大崎町役場　住民課　税務係　℡４７６－１１１１（内線１１２）

次の①と②の両方の要件を満たす人
① 平成19年度住民税課税所得金額　＞　人的控除額の差の合計額
　　　　　　（申告分離課税分除く）

② 平成20年度住民税課税所得金額　≦　人的控除額の差の合計額

　　　　　　（申告分離課税分含む）

平成19年に所得が減って
所得税が課されなくなった方へ！

※申告期間　平成20年７月１日から平成20年７月31日まで
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　下水道でさわやか生活

公共下水道の使用区域を拡大
　

大
崎
町
で
は
、
快
適
な
住
環
境
の

整
備
を
進
め
る
た
め
、
公
共
下
水
道

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
約
１
４
０
ha
の
区
域

に
つ
い
て
供
用
を
開
始
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
下
水
道
の
整
備
を
終

え
た
区
域
で
は
９
割
を
超
え
る
方
々

が
接
続
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
集
落

内
を
流
れ
る
排
水
路
等
の
悪
臭
が
解

消
し
、
ま
た
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
も
減

少
し
、
生
活
環
境
の
改
善
が
大
き
く

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
31
日
よ
り
下
水
道
を
使

用
で
き
る
区
域
が
さ
ら
に
広
が
り
、

約
１
５
９
ha
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
区
域
は
、
大
丸
、
中
尾
お
よ
び
新

地
、
山
村
、
浜
田
、
丸
尾
な
ど
の
一

部
で
す
。
使
用
開
始
と
な
っ
た
区
域

内
に
あ
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
へ
の
接
続
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
接
続
工
事
に
つ
い
て
は
、『
大

崎
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
』
へ
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
接
続
工
事
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
（
表
‐

１
）
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

●
み
な
さ
ま
へ
お
願
い

　

下
水
道
工
事
は
、
道
路
の
中
央
付

近
を
掘
り
、
下
水
道
管
を
埋
設
し
て

い
く
こ
と
か
ら
、
工
事
中
は
皆
さ
ま

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
も
地
元
説
明
会
を

開
催
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
金
制
度

に
つ
い
て　

　

公
共
下
水
道
の
認
可
計
画
区
域
外

を
対
象
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普

及
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
個
人

設
置
に
よ
る
家
庭
排
水
の
処
理
施
設

で
す
。
設
置
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
（
表

‐
２
）
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
水
道
課
下
水
道
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表－１

工事年度 補助金の額
汲取り便所改造 浄化槽廃止

１年目 １２万円 ８万円
２年目 　８万円 ６万円
３年目 ４万円

４年目以降 ２万円

表－２
人　槽　区　分 補　　助　　額
５ 人 槽 ３３２，０００円
６～７人槽 ４１４，０００円
８～１０人槽 ５４８，０００円

　既設の単独処理浄化槽を撤去して浄化槽を設置する場合，上記補助額
に60,000円を限度として加算することができます。

【お問い合わせ先】　大崎町役場　水道課　下水道係　℡０９９－４７６－１１１１（内線２４５）
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昔
か
ら
「
ぜ
い
た
く
病
」
と
言
わ
れ
て
い

る
糖
尿
病
。
便
利
で
豊
か
な
生
活
が
運
動
不

足
や
食
生
活
の
乱
れ
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
を
引

き
起
こ
し
、
今
や
40
歳
以
上
の
日
本
人
の
実

に
３
人
に
１
人
が
糖
尿
病
ま
た
は
予
備
軍
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
治

療
や
定
期
検
査
な
ど
医
療
機
関
に
か
か
っ
て

い
る
人
は
、
た
っ
た
の
半
分
。
そ
の
ま
ま
放

置
し
、
失
明
や
人
工
透
析
な
ど
、
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
状
況
に
陥
る
人
が
後
を
た
ち
ま

せ
ん
。

◆
な
か
な
か
症
状
が
出
な
い

　

皆
さ
ん
は
自
分
の
血
糖
値
を
ご
存
知
で
す

か
？
正
常
値
は
空
腹
時
で
１
１
０m

g/dl

。

１
４
０m

g/dl

以
上
に
な
る
と
糖
尿
病
。
と

こ
ろ
が
、
血
糖
値
が
４
０
０
〜
５
０
０m

g/
dl

に
な
っ
て
も
検
査
を
し
な
け
れ
ば
気
づ

か
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
ま
た
尿
検
査

だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
尿
に
糖
が
出
る
の

は
血
糖
が
１
７
０m

g/dl

に
な
っ
て
か
ら
。

◆
放
置
す
る
と
恐
ろ
し
い
合
併
症

　

糖
尿
病
は
血
管
の
病
気
。
砂
糖
づ
け
に

な
っ
た
血
液
が
目
や
腎
臓
な
ど
の
細
か
い
血

管
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
、「
網
膜
症
」
か
ら
「
失

明
」、「
腎
症
」
か
ら
「
人
工
透
析
」
と
い
う

大
変
な
状
況
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、

糖
尿
病
は
大
き
な
血
管
に
ま
で
影
響
を
お
よ

ぼ
し
、
健
康
な
人
よ
り
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中

に
な
る
危
険
性
が
ぐ
ん
と
高
く
な
り
ま
す
。

◆
日
本
人
は
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い

　
「
家
族
や
親
戚
に
糖
尿
病
の
人
が
い
な
い

か
ら
大
丈
夫
！
」
と
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
日
本
人
は
、
す
い
臓
か
ら
の
「
イ
ン
ス

リ
ン
」
が
白
人
に
比
べ
て
半
分
し
か
で
ま
せ

ん
。
日
本
人
は
誰
で
も
糖
尿
病
に
な
り
や
す

い
と
肝
に
銘
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
食
べ
過
ぎ
や
早
食
い
の
繰
り
返
し
が
原
因

　

食
べ
物
が
体
の
中
で
消
化
吸
収
さ
れ
た

後
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
が
利
用
す
る
時

に
必
要
に
な
る
の
が
す
い
臓
か
ら
出
る
「
イ

ン
ス
リ
ン
」と
い
う
ホ
ル
モ
ン
。
と
こ
ろ
が
、

食
べ
す
ぎ
や
早
食
い
な
ど
が
習
慣
と
な
り
、

食
直
後
の
急
激
な
血
糖
上
昇
を
繰
り
返
し
て

い
る
と
、
す
い
臓
が
次
第
に
疲
れ
て
き
て
、

イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
す
る
力
が
落
ち
て
き
ま

す
。
す
る
と
、
血
液
の
中
に
使
わ
れ
な
い
血

糖
が
長
く
存
在
す
る
た
め
、
血
管
に
悪
さ
を

す
る
の
で
す
。
こ
れ
が
糖
尿
病
で
す
。

『
太
ら
な
い
生
き
方
』
10
か
条

①
朝
３
、
昼
４
、
夕
３
の
配
分
で
３
食
食
べ

る
。

②
ひ
と
口
30
回
か
ん
で
食
べ
る
。

③
ご
は
ん
と
お
か
ず
が
別
々
の
「
定
食
ス
タ

イ
ル
」
に
す
る
。

④
寝
る
２
時
間
前
に
夕
食
を
終
え
る
。

⑤
冷
た
い
も
の
を
飲
む
の
を
や
め
る
。

⑥
糖
分
、
脂
肪
を
取
り
過
ぎ
な
い
。

⑦
た
っ
ぷ
り
眠
る
。

⑧
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。

⑨
こ
ま
め
に
動
く
。

⑩
１
日
今
よ
り
１
０
０
０
歩
、
多
く
歩
く
。

（
栗
原
毅　

太
ら
な
い
生
き
方　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
）

　

糖
尿
病
を
予
防
す
る
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に

な
ら
な
い
よ
う
肥
満
を
予
防
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。平
成
20
年
度
か
ら
医
療
保
険
者（
国

保
、
健
保
組
合
、
政
府
管
掌
健
康
保
険
等
）

が
実
施
す
る
「
特
定
健
診
」
が
始
ま
り
ま
す
。

「
ど
う
も
な
い
か
ら
」
と
い
う
自
覚
症
状
は

あ
て
に
な
り
ま
せ
ん
。
一
年
に
一
回
の
定
期

健
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【連絡先】 鹿屋社会保険事務所　℡０９９４－４２－５１２１

　鹿児島県全域で，社会保険事務所の職員を名乗り，コンビニエンスストア等で現金自動預
け払い機（ＡＴＭ）を操作させたり，不当に預金口座等を聞きだそうとする詐欺まがいの電
話が多数報告されています。
　“保険料の還付金があるので振込みをしたい。銀行・郵便局の預金口座を教えてほしい。”
などと語り，個人の預金口座情報等を聞き出そうとするものです。
　社会保険事務所が還付金等を支払う場合に，ご本人様にコンビニエンスストア等でＡＴＭ
を操作指示するようなことはありません。
　社会保険事務所の職員を名乗った電話や訪問で，不審な点がありましたら，所属と氏名を
ご確認のうえ，お近くの社会保険事務所にご連絡ください。

ねんきんみんなの
　不審な電話にご注意を！

「甘くはないぞ糖尿病」「甘くはないぞ糖尿病」
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『自衛隊新入隊者！今年は１４人！』
　３月11日㈫，平成19年度大崎町自衛隊新入隊者壮行
会が大崎町中央公民館で行われました。
　今年，大崎町からの入隊者は14人（陸上自衛隊６人・
海上自衛隊５人・航空自衛隊１人・幹部候補生学校１
人・防衛大学１人）で，そのうち８人が壮行会に出席
し，東靖弘町長や富松克彦海上自衛隊第１航空修理隊
指令ほか，関係者が入隊を激励しました。
　また，新入隊者を代表して鳥越栄輝さんが，自衛隊
員としての決意を力強く述べました。

『春の照日神社奉納剣道大会！』
　３月９日㈰，照日神社奉納剣道大会が行われました。
毎年，照日神社の境内で行われる大会ですが，今年は
あいにくの雨で，急

きゅうきょ

遽会場を大崎第一中学校体育館に
移しての試合となりました。会場を移すほどの雨にも
かかわらず，大会には近隣市町の小中学校から約120
人の剣士が参加し，剣客を競いました。
　一瞬の隙を見て打ち込む面や体格を生かした力強い
面など，どの試合も息をのむ展開に終始圧倒されっぱ
なしの一日でした。

『松山竜平選手からプレゼント！』
　「赤いアンパンマン」あなたは，この名前を聞いて
何を連想するだろうか？「イチゴジャムのアンパンマ
ン」「怒った顔のアンパンマン」など様々な事が思い
つくが，実は，今年広島東洋カープに入団した松山竜
平選手が，カープファンから呼ばれているニックネー
ムだそうだ！
　その名のとおり，チームがピンチのときに助けてく
れるヒーローということで，大学時代からのあだ名に
広島のチームカラーである「赤」が付いたそうだ。
　そんな，誰にでも好かれる松山選手が，小学校時代

にお世話になった大崎ソフトボールスポーツ少年団に
感謝の意を込めて，バット９本，ボール240個，ケー
ス類８個など練習道具を寄贈した。
　新しい道具をプレゼントされた子ども達は，アンパ
ンマンに負けないくらいの笑顔で練習に取り組み，グ
ラウンドには大きな声が飛び交っていた。
　入団会見のインタビューで，「高校に行くお金を，
牛を売って出してくれたおじいちゃんに感謝してい
る。」と感謝の言葉と感動の涙を流した松山選手。
　その心は優しく，郷土を愛する気持ちで満ち溢れ，
それを実行する勇気は，まるで本物のアンパンマンの
ようだ。
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『涙なみだの卒業式』～新たな門出へ向けて～
　菜の花の香り漂う季節。町内にある３中学校の体育
館では，９年間の義務教育を終えた 174 人（大崎中
111 人，菱田中 33 人，第一中 30 人）が卒業式を迎えた。
　「卒業生入場」ぶかぶかの制服を着て入場した３年
前の春とは見違えるほど成長した卒業生が入場。堂々
としたその表情は，新たなスタートラインを目の前に，
自信に満ち溢れていた。
　卒業式は順調に進み，卒業生代表が３年間の思い出
や感謝の言葉を述べると，卒業生の目からは，これま
で我慢していた大粒の涙がこぼれた。
　これから，それぞれの道を歩んでいく卒業生。１度
きりの人生を精一杯生きてもらいたい。

『健康づくり講演会・フォーラムを開催』
　2月24日㈰，町中央公民館において鹿児島農村医学
研究会第34回地方研究集会が開催され，町内外から約
300名が参加しました。鹿児島大学大学院の於保孝彦
教授による特別講演「元気なお口で健康ライフ」，「大
崎町　口腔力　こんなに高まったよ　フェスティバ
ル」，寸劇「ハハハの歯」，健康フォーラム「大崎町に
おけるいきいき健康づくり」の内容で，大崎町の口腔
調査や健康実態調査の報告も行われ，今後の大崎町に
おける健康づくりの方向性が示唆されました。

『運動推進員がすこやか交流会を開催』
　３月７日㈮，町総合体育館において，すこやか交流
会が開催されました。これは，大崎町健康運動普及推
進員連絡協議会が，町内のマスターズプロジェクトや
老人クラブ，スリム会などのグループで活動している，
おおむね65歳以上の方々に声かけをして「楽しく動い
て，体とこころの健康づくり」を目的に，今年度初め
て開催したもので，町内から約80人の参加がありました。
　交流会では，鹿児島県レクリエーション協会の山本

良江先生による講話と，レクリエーションの後には食
生活改善推進員の皆さんが作ってくださった豚汁とお
にぎりが振る舞われ，郷土料理に舌鼓を打っていまし
た。
　午後からは各グループの発表会があり，運動普及推
進員の皆さんが初めて取り組んだ寸劇「はっするばあ
ちゃん物語」は，笑いの渦にまかれました。また，野
方マスターズの皆さんは，ズンドコ節に合わせた体操
をいきいきと披露されました。
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『思わぬ珍客に満面の笑み！』
　広報おおさき２月号「手作り竹炭窯の火入れ式」で
紹介した「くにの松原ネイチャーゲームの会」が，持
留川下流の水質検査を行い，小学生30人，指導者７人
の計37人が参加した。水質検査は，竹炭でろ過した水
と，川からくみ上げたそのままの水を，アンモニアや
リン酸，ＣＯＤ（科学的酸素要求量）など７項目に分
けて検査した。
　その結果，竹炭でろ過していない水は，農業用水と
して使用できる範囲内（６㎎ /ℓ）に入っていたが，
かなり汚れている事が分かった。しかし，竹炭でろ過

した水は，水道用水源で使用できる範囲（３㎎ /ℓ）
一歩前（3.5㎎ /ℓ）まで水質改善されていた。
　この日は，水質検査と一緒に指標生物（川の環境を
教えてくれる生物）の調査も行われ，参加した小学生
は泥だらけになりながら川の中に網を突っ込み，生き
物を採取していた。
　そんな中「とったぞー」という大きな声にみんなの
視線が集まり，声がしたほうに近づき網の中を覗くと，
ウネウネと動く「ウナギ」が…。
　楽しそうにしていた子どもを見つけて近寄ってきた
のか。思いもよらない珍客に，指導者も思わず笑みが
こぼれていた。

『242チームの頂点に…！』
　３月２日から16日にかけて行われた，南日本新聞社
主催の「第34回鹿児島県ちびっ子ソフトボール大会」
において，大丸ソフトボールスポーツ少年団が鹿児島
県少年ソフトボール242チームの頂点に輝いた。
　同チームは，団員11人というギリギリの人数のなか，
次々と強豪チームに競り勝ち，優勝旗を勝ち取った。
主将の下井倉慶紀君は「11人という人数ですが，優勝
できて非常にうれしいです。保護者・指導者の方など，
周りの方々に支えてもらったおかげです」と，はつら
つとした声で話してくれました。

『木の香り漂う新校舎がお目見え！』
　３月15日㈯，持留小学校では新校舎落成式が行われ，
建設に携わった関係者や地域住民など，約150人が集
まった。
　鹿児島県産の木材をふんだんに使った新校舎は，木
の香りが漂い，落ち着いた外観は周りの風景に溶け込
んでいるようだった。
　落成式の後には，高校生クラブの太鼓グループ～響
～の太鼓演奏や，持留小学校の児童による合唱など，
様々な催し物が出され，大変盛り上がっていました。
　持留小学校の歴史にまたひとつ，新しい出来事が刻
まれた日になりました。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
保

健
や
介
護
・
福
祉
に
関
す
る
専
門
職

が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
高
齢
者
の
方

や
そ
の
家
族
等
か
ら
の
介
護
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
る
と

と
も
に
、
権
利
擁
護
事
業
の
取
り
組

み
、
ま
た
、
要
支
援
1
・
2
の
介
護

認
定
を
受
け
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
る
方
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
を
こ
れ
ま
で
医
療

法
人
玲
心
会
に
運
営
を
委
託
し
、
サ

ン
セ
リ
テ
の
が
た
内
で
業
務
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま

の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
平
成
20
年

5
月
か
ら
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に

移
し
、
相
談
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
直
接
セ
ン
タ
ー
に

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
の
相

談
、
必
要
に
応
じ
て
訪
問
で
も
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
相
談
時
間
】

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
祭
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
崎
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
９
‐
４
７
１
‐
０
０
６
６

　

町
が
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
と
し
て
委
託
し
て
い
る「
の
び
・

の
び
・
ラ
ン
ド
」
は
、
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
南
光
保
育
園
に
隣
接
し

た
専
用
室
で
実
施
さ
れ
、
園
庭
・
室

内
開
放
や
育
児
相
談
な
ど
を
行
い
な

が
ら
、
担
当
保
育
士
が
「
楽
し
い
子

育
て
」の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
の『
英
語
で
遊
ぼ
う
』

と
月
2
回
の
『
リ
ズ
ム
遊
び
』
は
専

門
講
師
に
よ
る
指
導
で
す
。

　

ま
た
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
お

誕
生
会
、
季
節
に
応
じ
た
親
子
製
作

な
ど
、
親
子
一
緒
に
楽
し
め
る
遊
び

の
広
場
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

0
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
様
を
お

持
ち
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、「
の
び
・

の
び
・
ラ
ン
ド
」
に
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
場　

所
】

　

南
光
保
育
園
と
な
り

【
時　

間
】

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

※
火
曜
日
・
木
曜
日
は
、
午
後
か
ら

も
開
園
し
ま
す
。

　

午
前
10
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

南
光
保
育
園

　

℡
０
９
９
‐
４
７
６
‐
３
０
６
６

　

お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を
願

う
鯉
の
ぼ
り
。
次
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

●
鯉
の
ぼ
り
は
、
電
線
か
ら
十
分
に

離
れ
た
安
全
な
と
こ
ろ
に
立
て
ま

し
ょ
う
。

●
鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
る
と

き
、
倒
す
と
き
は
、
電
線
に
触
れ
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
も
し
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
危
険
で
す
か
ら
自

分
で
取
ら
ず
に
、
す
ぐ
に
、
最
寄
り

の
九
州
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

　

九
州
電
力
㈱
鹿
屋
営
業
所

　

℡
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
８
０
６

　

九
州
電
力
㈱
志
布
志
営
業
所

　

℡
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
８
１
１

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
料
の
年
度
更
新
手
続
き
の
期
間

は
、
4
月
1
日
か
ら
5
月
20
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
4
月
初
旬
に
送

付
し
ま
す
労
働
保
険
料
申
告
書
・
納

付
書
に
よ
り
、
こ
の
期
間
中
に
、
平

成
19
年
度
の
労
働
保
険
確
定
保
険

料
・
石
綿
健
康
保
険
被
害
救
済
法
一

般
拠
出
金
と
、
平
成
20
年
度
の
労
働

保
険
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
８
９
２
‐
０
８
１
６

　

鹿
児
島
市
山
下
町
13
番
21
号

　

労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　

℡
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
６

　

労
働
契
約
法
は
、
労
働
者
お
よ
び

使
用
者
の
自
主
的
な
交
渉
の
下
で
、

労
働
契
約
が
合
意
に
よ
り
成
立
し
、

ま
た
は
変
更
さ
れ
る
と
い
う
合
意
の

原
則
、
そ
の
他
、
労
働
契
約
に
関
す

る
基
本
的
事
項
を
法
律
で
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
合
法
的
な
労
働
条
件
の

決
定
、
ま
た
は
変
更
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

労
働
者
の
保
護
を
図
り
つ
つ
、
個
別

の
労
働
条
件
の
安
定
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
内
容
は
？
】

①
労
働
契
約
の
成
立
お
よ
び
変
更
の

際
に
お
い
て
は
、
労
働
者
と
使
用
者

の
対
等
の
立
場
で
の
合
意
が
必
要
で

あ
る
こ
と
。

②
解
雇
や
懲
戒
な
ど
の
際
に
お
け
る

権
利
濫ら
ん
よ
う用
は
無
効
で
あ
る
こ
と
。

③
有
期
労
働
契
約
に
お
い
て
も
契
約

期
間
中
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が

あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
解
雇
で
き
な

い
こ
と
。

　

就
業
形
態
の
多
様
化
、
個
別
労
働

関
係
紛
争
の
増
加
な
ど
の
状
況
の

下
、
こ
れ
ら
の
労
働
契
約
ル
ー
ル
を

踏
ま
え
る
こ
と
で
、
個
別
の
労
働
者

お
よ
び
使
用
者
の
労
働
関
係
が
良
好

な
も
の
と
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

労
働
契
約
法
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、次
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
児
島
労
働
局
監
督
課

　

℡
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
７

●
携
帯
電
話
が
も
た
ら
す
危
険
性
を

子
ど
も
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
の
携
帯
電
話
に
『
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
機
能
』
を
設
定
し
ま
し
ょ

う
。

●
携
帯
電
話
を
利
用
す
る
時
の
ル
ー

ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
と
は
…

　

青
少
年
に
と
っ
て
、
有
害
な
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
を
遮
断
す
る
機
能

で
、
携
帯
電
話
会
社
が
無
償
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

お知らせ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

情
報
告
知
板

お
知
ら
せ

大
崎
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
移
転
の
お
知
ら
せ

「
の
び
・
の
び
・
ラ
ン
ド
」

の
ご
案
内

鯉
の
ぼ
り
は

電
線
に
触
れ
な
い
と
こ
ろ
で

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

労
働
保
険
年
度
更
新

手
続
き
の
お
知
ら
せ

平
成
20
年
3
月
1
日
か
ら

　

労
働
契
約
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

子
ど
も
の
携
帯
電
話

安
心
・
安
全
で
す
か
？
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　少子化対策事業「かごしま子育て支援パスポート事業」を平成20年３月１日から開始しました。平成20年３月

時点の協賛店は下表のとおりですので，ご利用ください。また，パスポート事業は県内の協賛店であればどこで

もご利用できますので，県内の協賛店は鹿児島県のホームページでご確認ください。

○パスポートを利用する場合は，事前にサービス内容を確認してください。

　パスポートを提示して，協賛企業・店舗で子育て支援サービスを受ける場合は，あらかじめ買い物等の前にパ

スポートを提示いただき，サービス内容をお店の方にご確認ください。なお，協賛企業・店舗の店頭には，協賛

ステッカーを掲示しています。

※　協賛企業・店舗によっては，パスポートのほかに，ご本人であることを確認できる書類の提出や，子ども同

伴が必要な場合，対象日（毎週○曜日など）や対象者（小学生以下など）を限定している場合等もあります

ので，あらかじめご了承ください。

○協賛企業・店舗を募集します！

   ～かごしまの未来を担う子どもたちの成長や子育てを支援いただける企業・店舗を募集しています。～

　　所定の申込み用紙に必要事項を記入いただき，大崎町役場保健福祉課児童係にお申し込みください。

【お問い合わせ先】 大崎町役場　保健福祉課　児童係　℡４７６－１１１１（内線１３０）

少子化対策事業　「かごしま子育て支援パスポート事業」「かごしま子育て支援パスポート事業」
大崎町内協賛店のご案内

企業・店舗等名称 子育て支援サービス内容

あすぱる大崎 家族風呂500円引き（平日のみ）

セブンプラザ大崎店

①バリアフリー店舗
②ポイント３％（セブンプラザポイントカード）
③ベビーカー店内使用可能
④接茶サービス
⑤ミルク用お湯提供
⑥商品お買上の方に粗品プレゼント

中国名菜　東京飯店 金額の10％OFFサービス

ファミリーショップ
マツザカヤ

①子供服・肌着・靴下・ベビー衣料全般
　1,000円お買上毎に50円のお買物券サービス（制服は除く）
②店内ベビーカー設置

大隅輪業
①自転車部品・用品販売額の10%値引き
②自転車修理代金の10%値引き

ふたみ生花 1,000円以上のお買物でお子様ひとりに１個花の苗プレゼント

フラワーショップまとば 大崎町スタンプ会ふれあいカード２倍

ぱんの家
毎週土曜日は１割引とポイントカード２倍サービス！パスポートをお持ちの方はポ
イントを５倍サービスいたします。

鹿児島相互信用金庫
大崎支店

①子育て応援定期積金「ハローキッズ元気積金」の発売
②「子育てすくすく応援ローン」の開始
③「子育て応援メリット金利」の開始
　※健康保険証などの公的証明書でお子様の人数を確認させていただける方
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